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「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
町

田
市
内
の
交
通
事
故
は
、
人
身
事
故
・

物
件
事
故
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

　

月　

日
現
在
怪
我
を
さ
れ
た
方
が
約

１１

１１

２
６
０
０
人
で
、
そ
の
内
９
人
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

物
件
事
故
は
約
６
６
０
０
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
町
田
市
・
町
田
警
察
署
・
町

田
交
通
安
全
協
会
・
町
田
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
・
町
内
会
自

治
会
連
合
会
な
ど
の
関
係
機
関
、
団
体

が
協
力
し
て
「
交
通
事
故
の
な
い　

明

る
く
安
全
で　

住
み
よ
い
街
」
を
目
指

し
ま
す
。

　

町
田
市
か
ら
１
件
で
も
交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
る
た
め
、
特
に
次
の
四
点
に

注
意
を
払
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

①
横
断
禁
止
場
所
の
横
断
や
、
車
の

直
前
・
直
後
の
横
断
は
大
変
危
険
で

す
。
近
く
の
横
断
歩
道
や
横
断
歩
道
橋

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。
②
横
断
歩
道
を
渡

る
と
き
は
信
号
を
確
認
し
、
左
右
の
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ

う
。
③
昼
間
で
も
明
る
く
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
夕
暮
れ

時
・
夜
間
は
、
必
ず
反
射
材
を
身
に
つ

け
て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。
④
自
己
の
運

動
・
運
転
能
力
を
過
信
す
る
こ
と
な
く

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

★
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

①
自
分
の
運
転
技
能
や
二
輪
車
の
性

能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
カ
ー
ブ
や

交
差
点
の
手
前
で
は
十
分
に
速
度
を
落

と
し
ま
し
ょ
う
。
②
車
線
を
守
っ
て
安

全
な
速
度
で
走
り
、
前
方
の
安
全
も
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
③
二
輪
車
を
運
転
す

る
際
は
、
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
着
用
し
て

身
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

身
体
に
取
り
込
ま
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
運
動
能
力
や
判
断
力
を
鈍
ら
せ
、

車
の
運
転
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
や
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
非
常
に
危
険
な
行
為
で

す
。
次
の
４
ヵ
条
を
絶
対
守
り
ま
し
ょ

う
。

①
運
転
す
る
な
ら
酒
は
飲
ま
な
い
。

②
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

③
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な

い
。

④
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い
、

す
す
め
な
い
。

★
違
法
駐
車
の
排
除

　

交
通
の
安
全
と
円
滑
を
確
保
し
、
快

適
な
交
通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
①

交
差
点
内
や
横
断
歩
道
及
び
そ
の
直
近

で
の
駐
車
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
違

法
駐
車
車
両
が
あ
っ
た
た
め
の
交
通
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

車
、
救
急
車
、
警
察
車
両
な
ど
が
現
場

ま
で
到
着
で
き
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
正
規
の
駐
車
場
所
に
駐

車
し
ま
し
ょ
う
。
②
二
輪
車
も
含
め
車

で
外
出
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
目
的

地
の
駐
車
場
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
③

車
両
通
勤
や
会
社
の
車
の
持
ち
帰
り
を

や
め
、
走
行
車
両
の
抑
制
に
努
め
る
と

と
も
に
、
違
法
駐
車
を
「
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

□問
 

町
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市
交
通
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課
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７
２
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１
３
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田
警
察
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０
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〜
特
別
支
援
教
育
っ
て
何
で
す
か
〜

〜
特
別
支
援
教
育
っ
て
何
で
す
か
〜�

開催開催�
されましたされました�
開催�

されました�

特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
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別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
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特
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ォ
ー
ラ
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〜
特
別
支
援
教
育
っ
て
何
で
す
か
〜�

　
　

月
４
日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

１１
で
、
「
東
京
都
教
育
の
日
」
の
行
事
と

し
て
、
町
田
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
①
特
別

支
援
教
育
っ
て
何
で
す
か
」
と
題
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
国
立
特
殊
教
育
総

合
研
究
所
上
席
総
括
研
究
員
、
市
立
中

学
校
長
、
小
学
校
教
諭
、
小
中
学
校
保

護
者
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
、
大
学
講
師

に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
進
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
は
国
の
答
申
に
基
づ

き
、
東
京
都
が
２
０
０
７
年
度
か
ら
実

施
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
、
発
達
障

が
い
等
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
を

お
き
学
校
組
織
と
し
て
特
別
な
配
慮
・

支
援
な
ど
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

町
田
市
に
お
い
て
も
試
験
的
に
２
０

０
６
年
６
月
か
ら
専
門
家
な
ど
の
力
も

活
用
し
、
小
・
中
学
校
が
組
織
的
な
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
８
・
４
１
７
７

〈
２
０
０
７
年
の
干
支
の
置
物
〉

【
「
い
の
し
し
」
販
売
】

価
格
（
大
）
２
０
０
０
円
・
（
小
）
５

０
０
円

〈
キ
ャ
ン
ド
ル
〉
販
売

　

好
評
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
販
売
で
す
。

種
類
も
豊
富
で
す
。

価
格
＝
ラ
ン
タ
ン
型
８
０
０
円
・
押
花

型
３
５
０
円
・
フ
ロ
ー
ト
型
２
０
０
円

な
ど

販
売
場
所
＝
名
産
品
の
店
「
ま
ち
だ
駅

前
店
」
・
町
田
市
役
所
地
下
売
店
・
町

田
市
美
術
工
芸
館
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え

と

え

と

�

え

と

�

美
術
工
芸
館�

①
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
検
討
経
過　

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
１
９
７
０
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
耐
震

性
能
や
庁
舎
の
分
散
・
狭
あ
い
化
な

ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な

り
、
行
政
や
議
会
を
中
心
に
、
問
題
解

決
の
た
め
の
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
て

来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

１
９
９
９
年
に
は
、
庁
舎
移
転
を
視
野

に
入
れ
て
、
森
野
二
丁
目
に
用
地
が
購

入
さ
れ
、
以
後
、
庁
舎
問
題
解
消
の
た

め
の
具
体
的
な
検
討
が
、
市
民
、
学
識

経
験
者
を
交
え
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
４
年
３
月
議
会
で

は
、
「
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
案
」

（
森
野
二
丁
目
へ
の
移
転
条
例
案
）

が
、
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛

成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
で
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
、
市
民
や
学
識
経
験
者
が

主
体
と
な
っ
た
検
討
組
織
を
設
置
す
る

な
ど
、
様
々
な
形
で
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
２
０

０
４
年
６
月
に
「
新
庁
舎
建
設
基
本
構

想
」
、
翌
２
０
０
５
年
５
月
に
は
「
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

②
設
計
者
の
選
定

　

続
く
設
計
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ら
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計

画
」
を
十
分
理
解
し
、
そ
の
方
向
性
に

沿
っ
た
設
計
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
設

計
者
、
ま
た
、
設
計
の
過
程
に
お
い

て
、
市
民
や
行
政
、
議
会
と
一
体
と
な

っ
て
多
面
的
に
練
り
上
げ
る
能
力
の
あ

る
設
計
者
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
単
に
価
格
の
み
を
選
考
基
準
と
す

る
入
札
方
式
は
採
用
せ
ず
、
町
田
市
の

新
庁
舎
の
設
計
を
委
ね
る
に
ふ
さ
わ
し

い
、
適
性
を
備
え
た
設
計
者
を
選
定
す

る
た
め
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

設
計
者
の
選
定
は
、
学
識
経
験
者
等

で
構
成
す
る
「
町
田
市
新
庁
舎
建
設
設

計
者
選
定
委
員
会
」
（
委
員
長
＝
三
井

所
清
典　

現
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
教

授
）
を
設
置
し
て
行
わ
れ
、
３
次
に
わ

た
る
審
査
を
経
て
、
槇
文
彦
氏
が
最
優

秀
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

③
基
本
設
計
の
開
始

　

設
計
者
選
定
の
結
果
を
受
け
て
、
市

で
は
、
槇
氏
の
所
属
事
務
所
で
あ
る
槇

総
合
計
画
事
務
所
と
、
基
本
設
計
の
業

務
委
託
契
約
に
つ
い
て
の
協
議
に
入
り

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
設
計
に
際

し
て
必
要
と
な
る
基
本
的
事
項
の
整
理

（
用
地
周
辺
の
交
通
対
策
、
来
庁
者
数

の
調
査
、
庁
舎
内
各
ス
ペ
ー
ス
の
面
積

積
算
等
）
や
、
庁
内
検
討
組
織
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
基
本
設
計
の
準
備
が
整
っ

た
本
年　

月　

日
、
契
約
を
締
結
し
、

１０

３０

新
庁
舎
の
基
本
設
計
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
左
下
表

の
と
お
り
で
す
。
２
０
１
２
年
開
庁
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
初
旬
に
は
、
設
計
者
に
よ

る
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
説

明
会
を
出
発
点
と
し
て
、
市
民
参
加
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
約
６
か
月
間

開
催
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
基
本

設
計
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
説
明
会
へ
の
参
加
方
法
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
本
紙
及
び
本
紙
新
庁
舎
建
設
特
集

号
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
や
提

案
、
ご
意
見
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
本
年
１
月
に
実
施
し
た
「
町
田
市
新
庁
舎
建
設

設
計
者
選
定
」
に
お
い
て
最
優
秀
者
に
選
ば
れ
た
槇
文
彦
氏
の
所
属
事
務
所

と
、
新
庁
舎
の
基
本
設
計
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

基
本
設
計
開
始
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
改
め
て
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

槇
氏
の
略
歴
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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ス
タ
ー
ト
し
ま
し
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１９２８　東京都に生まれる
１９５２　東京大学工学部建築学科卒業
１９５４　ハーバード大学大学院建築修士課程終了
１９５６～１９６５　ワシントン大学及びハーバード大学準教授
１９６５　㈱槇総合計画事務所設立
　　　　　　　　　代表取締役として現在に至る
１９７９～１９８９　東京大学工学部建築学科教授

主な受賞　日本建築学会賞、毎日芸術賞、日本芸術大賞、プリツカー
賞、プリンスオブウェールズ都市デザイン賞、ＵＩＡゴールドメダ
ル、村野藤吾賞、高松宮殿下記念世界文化賞

主な作品　ヒルサイドテラス（代官山）、幕張メッセ、東京体育館
（千駄ヶ谷）、藤沢市秋葉台体育館、スパイラル（表参道）、テレ
ビ朝日（六本木）、国立国語研究所（立川）、福井県立図書館・文
書館、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス

現在進行中のプロジェクト　ニューヨークワールドトレードセンター
・タワー４、三原市新文化会館、島根県立古代出雲歴史博物館

町田市内の交通事故
（平成１８年１１月１１日現在）

物件事故
（件）人　身　事　故　（件）

軽傷重傷死亡発生
件数年

６，５８９２，５４９１５９２，１８９Ｈ１８

６，６１２２，６１５２９５２，３３２Ｈ１７

－２３－６６－１４４－１４３増減

設計者　槇文彦氏の略歴

基本設計�

２００６年度�２００７年度�２００８年度�２００９年度�２０１０年度�２０１１年度�２０１２年度�
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